
　

三
月
二
九
日
、
東
京
・
八
王
子

の
創
価
大
学
正
門
前
に
あ
る
東
京

富
士
美
術
館
で
「
北
京
・
故
宮
博

物
院
展
」
が
始
ま
っ
た
。

「
テ
ー
マ
は
、
紫
禁
城
で
暮
ら
し

た
后
妃
た
ち
と
そ
の
子
ど
も
た
ち

で
す
。
宮
廷
女
性
を
精
緻
に
描
い

た
美
人
画
や
華
麗
な
装
飾
が
施
さ

れ
た
ゆ
か
り
の
品
々
な
ど
、
故
宮

に
生
き
た
女
性
た
ち
の
生
活
や
文

化
、
教
育
の
あ
り
よ
う
が
う
か
が

え
る
貴
重
な
展
示
と
な
っ
て
い
ま

す
」
と
、
こ
の
展
覧
会
に
携
わ
る

小
金
丸
敏
夫
さ
ん
は
語
る
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
日
中
国
交
正

常
化
四
〇
周
年
を
記
念
し
た
も
の

で
、
約
二
〇
〇
点
に
及
ぶ
展
示
物

に
は
日
本
の
国
宝
に
あ
た
る
国
家

一
級
文
物
が
一
六
点
も
含
ま
れ
て

い
る
。
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
、
南

宋
の
「
女
孝
経
図
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
女
性
が
身
に
付
け
る
べ
き

素
養
や
振
る
舞
い
方
な
ど
を
説
い

た
絵
巻
物
で
、
海
外
で
の
展
示
は

今
回
が
初
と
な
る
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
文
化
の
深
さ
を
実
感
し

本
物
の
迫
力
に
感
動
で
す
」、「
貴

重
な
宮
廷
文
化
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
夢
の
よ
う
で
す
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

創
価
大
学
は
、
中
国
か
ら
国
交

正
常
化
後
初
の
国
費
留
学
生
六
人

を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の

一
人
が
現
・
駐
日
中
国
大
使
の
程

永
華
氏
で
あ
る
。
大
使
は
、
同
展

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
あ
い
さ
つ
で

「
私
と
し
て
は
、
個
人
的
に
、
留

学
時
代
の
思

い
出
が
刻
ま

れ
た
こ
の
八

王
子
の
地
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
本
当
に
喜
ば

し
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
、

こ
の
展
示
を
通
し
て
「
中
国
と
日

本
の
友
情
を
確
認
し
て
、
さ
ら
に

そ
れ
を
強
化
し
、
両
国
の
国
民
が

ま
す
ま
す
友
誼
を
深
め
、
絆
を
強

め
、
友
好
の
『
金
の
橋
』
を
強
固

に
し
て
い
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

小
金
丸
さ
ん
は
、
一
九
九
三
年

に
創
価
大
に
入
学
。
同
年
、
同
館

で
開
催
さ
れ
た
「
大
ナ
ポ
レ
オ
ン

展
」
を
見
た
こ
と
が
、
学
芸
員
に

な
っ
た
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。

「
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
魅
力
、
本
物

の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し
て
、
十

数
回
も
通
い
ま
し
た
」

　

同
館
は
、
設
立
以
来
、「
近
世

フ
ラ
ン
ス
絵
画
展
」
や
「
女
性
美

の
五
〇
〇
年
展
」
な
ど
を
開
催
、

そ
の
質
の
高
さ
や
企
画
の
斬
新
さ

で
注
目
を
集
め
て
き
た
。

「
当
館
の
モ
ッ
ト
ー
は
、『
世
界

を
語
る
美
術
館
』
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
美
術

を
新
し
い
視
点
で
紹
介
す
る
展
覧

会
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

各
国
の
美
術
館
と
協
力
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
を
紹
介
し
た
い
、

海
外
で
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
事

業
に
も
力
を
入
れ
た
い
。
そ
れ
が
、

多
文
化
共
生
に
つ
な
が
る
道
と
、

小
金
丸
さ
ん
は
全
力
で
自
ら
の
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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こ
が
ね
ま
る
・
と
し
お
／
一

九
七
三
年
生
ま
れ
。
九
三
年
、

創
価
大
学
文
学
部
人
文
学
科

入
学
。
九
七
年
、
同
大
を
卒

業
し
、
東
京
富
士
美
術
館
入

社
。
九
九
年
よ
り
学
芸
部
学

芸
員
。
現
在
、
学
芸
部
企
画

課
副
主
任
。
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よ
う
ら
ん

よ
う

さ
い

小
金
丸 

敏
夫 

さ
ん

「
北
京
・
故
宮
博
物
院
展
」開
催
中

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

東
京
富
士
美
術
館

学
芸
員

創
価
大
学
文
学
部
卒
業
　

　

創
価
大
学
は「
人
間
教
育
の
最
高
学
府

た
れ
」「
新
し
き
大
文
化
建
設
の
揺
籃
た
れ
」

「
人
類
の
平
和
を
守
る
フ
ォ
ー
ト
レ
ス（
要

塞
）た
れ
」と
の
建
学
の
精
神
の
も
と
多
く

の
卒
業
生
が
、こ
の
精
神
を
体
現
し
人
類

の
平
和
と
文
化
に
貢
献
し
た
い
と
国
内
は

も
と
よ
り
世
界
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

東京富士美術館「北京・故宮博物院展」会場で

　創価大学の創立者・池田大作先生は、
世界の平和と人権を守るため、アンドレ・
マルロー氏やガルブレイス博士、ノーベル
平和賞のポーリング博士や南アフリカ共和
国のマンデラ元大統領など、世界各国の
さまざまな分野の学識者と対話を重ねてき

た。世界的な美術史家、ルネ・ユイグ氏
との会談（写真）は『闇は暁を求めて』
に収められている。同氏は東京富士美術
館の名誉館長を務めたこともあり、フランス
絵画の名品を集めた「近世フランス絵画
展」等で絶大な協力をいただいた。

こ　
　

が
ね　

ま
る

ペ
　

キ

ン

こ

き

ゅ

う

は

く

ぶ

つ

い

ん

て

ん

と
し　
　

お

５
月
８
日

（
火
）ま
で

え
い 

か

て
い

ゆ
う 

ぎ

き
ず
な

し
き
ん
じ
ょ
う

こ
う 

ひ
お
ん
な
こ
う
き
ょ
う
ず
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